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１．平成 30 年台風第 21号（アジア名：チェービー）の概要 

平成 30 年８月 28 日に発生した台風第 21 号は、９月４日 12 時ごろ徳島県南部に上陸し、その後

は兵庫県神戸市付近に再上陸しました。 

非常に強い勢力を保持したまま大阪府下に接近した本台風は、岸和田市及び貝塚市（以下、「構成

市」という。）、並びに岸和田市貝塚市クリーンセンター（以下、「クリーンセンター」という。）の建

築物等に甚大な被害をもたらしました。 

 

平成 30 年台風第 21号経路図 

 

平成 30 年台風第 21号 

最低気圧：915hPa 

最大風速：55m/s 

死者 14 人 負傷者 980 人（平成 30 年台風第 21 号による被害及び消防機関等の対応状況（第 10 報）） 

徳島県上陸時 950hPa 

徳島県上陸時 最大風速 45m/s 

徳島県上陸時 最大瞬間風速 60m/s 

関空島での最大瞬間風速：58m/s 

 

 

※出典：気象庁 台風経路図 
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平成 30 年台風第 21号位置表 

 

※出典：気象庁 台風位置表 
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極値更新表 

 

※出典：気象庁 極値更新表 

 

平成 30 年台風第 21号予想進路図 

 

※出典：株式会社ウェザーニューズ 予想進路図 
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２．台風第 21 号による災害廃棄物の状況 

２－１．構成市の状況 

台風第 21 号に伴う猛烈な強風により、構成市において甚大な被害が発生し、市域のいたる所に災

害廃棄物が集積されることとなりました。 

 

２－２－１．災害廃棄物の集積場状況 

構成市では、家屋損壊並びに倒木、電柱の倒壊等が随所で見受けられました。 

 

災害廃棄物集積場状況 
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２－２－２．災害廃棄物の仮置場状況 

構成市は、市域に仮置き場を設営し、収集した廃棄物を仮置きしました。廃棄物に混入している金

属等の不燃物類は、重機で選別して処理を進めました。 

 

岸和田市災害廃棄物仮置場 

  

  

貝塚市災害廃棄物仮置場 
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３．クリーンセンターの被害状況 

台風第 21 号に伴う猛烈な強風により、クリーンセンターのごみ処理施設棟及びリサイクルプラザ

棟の金属製屋根、プラットホーム入口の大型ゲート破損等の建物各所に甚大な被害が出ました。 

 

ごみ処理施設棟 屋根 

全体 ごみピット（屋上） 

  

 

ごみ処理施設棟ごみピット上部の屋根が強風により大破しました。ごみピットが雨ざらしになっ

たことにより、ごみ中の水分量の増加や、災害廃棄物搬入に伴う急激な廃プラスチック類の増加等に

よるごみ質の悪化、燃焼用空気を送風するファンに付着していた埃が水分を含んだことで異常な振

動が発生したため、運転を停止するなど複数の障害により、焼却炉の運転に多大な支障が生じました。 

 

ごみ処理施設棟 屋内 

プラットホーム入口 大型ゲート プラットホーム入口 大型ゲート 

  

 

ごみの受け入れ作業区域では、プラットホーム入口の大型ゲートが強風を受け大破しました。台風

の通過時は、屋内であるプラットホーム内で待機していた作業者にとって、非常に危険な状態であり

ました。  
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リサイクルプラザ棟の粗大ごみピット上部屋根も強風により大破しました。粗大ごみピットが雨

ざらしになったことにより、粗大ごみクレーンの巻上げ装置や走行レール等が濡れて、運転操作等に

多大な支障が生じました。 

 

リサイクルプラザ棟 屋根 

粗大ごみピット（屋内） 粗大ごみピット（屋上） 

  

 

粗大ごみの受け入れ作業区域でも、プラットホーム入口の大型ゲートと１階大型シャッターが強

風を受けて大破しました。 

なお、以前から近畿地方に台風が接近する場合については、大型シャッターの破損防止対策として

重機等の重量物にて養生をしていましたが、今回は強風に耐えることが出来ずに破損しました。 

 

リサイクルプラザ棟 屋内 

プラットホーム入口大型ゲート １階大型シャッター 

  

 

また、びん・缶ピット上部の屋根についても、一部が強風で破損しました。資源化ごみクレーンに

ついても巻上げ装置や走行レール等が濡れて、運転操作等に支障が生じました。 

いずれのクレーンにおいても電気で駆動することから、絶縁不良による漏電を防ぐため、テントシ

ートで覆うなど養生して、災害廃棄物の受け入れと共に処理を継続しました。  
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４．災害廃棄物処理事業 

４－１．災害廃棄物の受け入れ体制について 

平成 30 年９月４日に襲来した台風第 21 号は、構成市に甚大な被害をもたらして多量の災害廃棄

物が発生することとなりました。 

クリーンセンターでは、構成市から生じた災害廃棄物を、台風通過後の９月５日から翌年３月 31

日まで、クリーンセンターの駐車場やリサイクルプラザ棟１階ストックヤード等を利用し、クリーン

センターの運転管理委託事業者であるテスコ株式会社、アイテック株式会社、株式会社 日本管財環

境サービスの三社から協力を得て特別に人員及び重機を配置して受け入れ態勢を構築しました。 

 

駐車場での受け入れ状況 

 

 

９月５日から 10 月 31 日まで持ち込まれる災害廃棄物については、構成市の職員が計量前にてり

災内容を聞き取り、組合の職員で、搬入車両を各種の集積場に誘導しました。受け入れ時間について

は、９時から 17 時まで継続して受け入れを行いました。なお、ごみ処分手数料については、構成市

との協議において、り災渦中で復旧対策に追われている市民や事業者の立場に立って、免除すること

としました。 

また、11月１日から３月 31 日までは、構成市が発行する災害廃棄物証明書を持参した市民及び事

業者の災害廃棄物を引き続き受け入れし、災害廃棄物処理事業を進めました。 
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４－２．災害廃棄物の搬入ルート 

災害廃棄物の搬入ルートは、災害廃棄物搬入ルート図のとおりで、可燃物、金属物、がれき類（瓦）、

スレート、木材（倒木）の分類によって各場所で荷下ろししました。 

 

災害廃棄物搬入ルート図 

 

 

 

搬入ルート 

搬出ルート 
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４－３．災害廃棄物の処理フロー 

災害廃棄物の処理は、クリーンセンターで処理が可能なものは通常の一般廃棄物と併せて焼却処

理を行い、処理が困難なものについては、外部での処理としました。 

 

災害廃棄物処理フロー図 
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５．災害廃棄物の特徴 

今回発生しました災害廃棄物の主な特徴は、莫大なごみ量が発生したことと、建物等の屋根材、壁

材、木材や植樹の倒木が多く見受けられたことが挙げられます。 

 

可燃ごみ集積状況 木材集積状況 

  

 

可燃ごみには、カーポート等の高カロリーなプラスチック類が多量に混入していました。長尺な木

材等については、場内で裁断する等して焼却処理に支障のないように前処理を行い集積しました。 

また、構成市の災害廃棄物集積場は分別が困難な状態で集積されていて、収集した可燃ごみには、

飛散して細かく割れたと思われる瓦くずなどの焼却不適物も多く見受けられました。 

 

倒木集積状況 金属集積状況 

  

 

強風の影響を受けたと思われる倒木は、幹が太く長尺で飛散したトタンなど大型金属の搬入も多

く見受けられましたが、これらの廃棄物については、クリーンセンターで処理することが困難である

ことから、外部処理としましたが搬出の際には、大型で変形した複雑な形状をしているものも多く大

型トラックへの積込作業には時間を要しました。  
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瓦やスレート等のがれき類も、多量に受け入れました。また、強風で飛散した瓦に混入していたス

レート類については、石綿が含まれていることから特別管理一般廃棄物であるため、保護具を装着し

た選別作業員を配置して分別を行いました。 

 

がれき類集積状況（屋外ストックヤード） 

  

がれき類集積状況（リサイクルプラザ棟） 

  

 

スレートについては、定期的に散水することで乾燥を防ぎ、養生シート等で覆い石綿の飛散を防

止しつつ処分するまで安全に保管しました。 

 

スレート分別作業 スレート散水作業 
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６．災害廃棄物の処理 

６－１．災害廃棄物の処理によるトラブル 

クリーンセンターでは、10 月１日から「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」並びに「電気事業

法」等に基づく法定検査を有効期限満了までに実施する必要があることから、全ての焼却炉の運転を

約 20日間にわたり停止したため、災害廃棄物の受け入れによって、ピット内のごみ量が 11 月末頃ま

で推定 14,000ｔ程度で推移し、受け入れ能力の限界に近づき非常に厳しい運営状況となりました。 

 

ごみピット状況 

推定ごみ重量 13,000ｔ程度 推定ごみ重量 14,000ｔ程度 

  

2018/11/02 2018/11/28 

 

また、10月 20 日に起動した３号焼却炉内において、11月１日にガラス系と思われる焼却不適物が

高温状況下にさらされたことから溶融固化物が燃焼段で多量に生成した影響で火格子が動作しなく

なったため焼却炉の緊急停止を余儀なくされ、炉の運転計画やごみ処理に多大な支障が生じました。 

 

溶融固化物堆積状況 

３号焼却炉内 溶融固化物 
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災害廃棄物の処理経緯 

月 日 事  項 

９月 

４日 ・構成市に襲来した台風第 21号により、多くの災害廃棄物が発生 

５日 ・構成市とともに災害廃棄物の受け入れと、災害廃棄物の処理を開始 

17 日 

・焼却炉より排出される焼却主灰に不燃物が多量に含まれているため、最終処

分先であるフェニックスの休業日に主灰ピットの貯留容量が不足し、リサイ

クルプラザ棟の１階に焼却主灰を仮置（場内運搬：奥野工業株式会社） 

10 月 
１日 ・法定検査のため全炉を停止（定期整備：川崎重工業株式会社） 

20 日 ・３号炉を起動（ごみ投入開始） 

11 月 

１日 

・３号炉の燃焼段で溶融固化物が多量に生成した影響で、火格子が動作しなく

なり焼却炉を緊急停止したことで再び全炉が停止となる 

・ごみピットの貯留量は、推定 13,000ｔ程度となり日常生活等から発生する可

燃ごみの受け入れ容量を確保するため、リサイクルプラザ棟１階に生ごみ以

外の可燃ごみを可能な限り集積 

・大阪市、堺市に相互支援協定に基づく緊急時の受け入れを要請 

７日 
・ごみピットの貯留量を減らすべく、定期整備の工程を組み替えて２号炉を早

期に起動（ごみ投入開始） 

９日 

・緊急停止した３号炉は点検の結果、大きな損傷がなく溶融固化物を除去して

再起動（ごみ投入開始） 

・ごみピットの貯留量は、推定 14,000t 程度と危機的な状況となる 

29 日 

・１号炉を起動（ごみ投入開始）して全炉の運転体制を確立 

・高カロリーごみの過燃焼により焼却炉内が高温化し耐火物にダメージが継続 

・焼却主灰に不燃物が多量に含まれて排出されるため、灰出しコンベヤが過負

荷停止を反復 

・焼却炉内で大型に生成した溶融固化物の塊が灰出しコンベヤに落下しダメー

ジが継続 

・焼却主灰中に溶融固化物や瓦等の不燃物 42.6％含有を確認 

・焼却主灰の成分分析試験を専門業者に依頼（エヌエス環境株式会社） 

 

これらの経緯から、高カロリーな廃プラスチックを多量に含む災害廃棄物の焼却処理は、施設の建

設時に決定したごみ質の設計カロリー値を大きく上回り、過燃焼による焼却炉の耐火物等の損傷リ

スクが高まること、多量に含まれる不燃物については、燃えずに焼却炉から排出され過重量による灰

出しコンベヤ等の損傷リスクが高まることが挙げられます。 

また、ごみピットは多量に発生した災害廃棄物の受け入れにより、主灰ピットは焼却炉から排出さ

れる焼却主灰に多量の不燃物が含まれているため、通常より倍以上の排出量となった焼却主灰によ

り、各ピットの貯留容量が不足するなど、施設の運営が困難になるという教訓を得ました。 

これらの教訓から、災害廃棄物には多種多様な廃棄物が混在していることが当然であり、前処理と

して丁寧な選別による分別を徹底し、焼却処理することが施設の安全で安定した運営に資する非常

に重要な事となります。  
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６－２．焼却炉の運転記録 

台風第 21号の被害を受けた 9月から 11月までの焼却炉の運転記録です。 

 

焼却炉運転記録 
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６－３．焼却主灰の分析 

11 月１日に３号焼却炉の運転を緊急停止した際の状況です。溶融固化物が燃焼段の火格子で多量

に生成した影響で火格子が動作せず、焼却炉を緊急停止することとなりました。溶融固化物は、炉内

にカーポート等の高カロリーであるプラスチック類の災害廃棄物が多量に投入され、過燃焼により

炉内温度が急激に高まったため、ガラス系の廃棄物が溶融し生成したと考えられます。 

 

３号焼却炉内異常燃焼 溶融固化物 

  

 

また、クリーンセンターに搬入された災害廃棄物を焼却処理したことで排出した、焼却主灰につい

て分析したところ、溶融固化物及び瓦、金属物が 42.6％混入していたことから、ごみ質の組成は焼

却処理に適していないことが明らかになりました。 

 

分析目的：焼却主灰中に溶融固化物や瓦が見受けられるため、これ等の含有率を調査しました。 

分析方法：主灰ピットから採取し、主灰・残渣・金属物・瓦・溶融固化物の５つに分類しました。 

 

採取した焼却主灰の外観 分類後の状況 
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瓦 溶融固化物 

  

 

分類後の割合 

 

 

次に、黒色主体のガラス性状をした溶融固化物をＸ線蛍光分析で定性分析したところ、黒色部と赤

褐色部の平均値で二酸化ケイ素が約 47％、酸化カルシウムが約 19％、三酸化二鉄が約 14％、酸化ア

ルミニウムが約 10％の組成割合となっていたことから、溶融固化物に不燃物由来が含まれているこ

とが判明しました。  

33.2%

24.1%

4.6%

10.2%

27.8%

主灰 残渣 金属物 瓦 溶融固化物

42.6%
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分析結果報告書 
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７．まとめ 

一般的にごみ焼却施設の建設に係るごみ質については、過去のごみ質データや将来予測等により

決定し、その決定したごみ質により焼却炉の設計が行われます。今回のように、施設設計時のごみ質

と大きく乖離した高カロリーの廃プラスチックや不燃性である瓦等の焼却不適物が多量に混入した

災害廃棄物を焼却処理することは、焼却時の発熱量や排ガス量、焼却主灰の排出量などが過負荷状態

となるため、焼却炉並びに灰出しコンベヤ、排ガス処理設備等が非常に厳しい運転状況にさらされる

ことで、施設全体の急激な劣化を招く結果になることをご理解頂きたいと思います。 

この度の教訓から、市民生活や事業活動から排出される生ごみは、滞りなく処理することで市民の

衛生環境を確保することを優先し、災害廃棄物の処理は、可燃ごみ、廃プラスチック、金属、がれき

類等に分別して可燃ごみ以外の焼却処理が困難なものについては、外部に処理を委託するべきであ

ると考えます。 

また、今後も起こりうる災害に備えるため、平成 31 年３月 27 日に大栄環境株式会社、岸和田市、

貝塚市、岸和田市貝塚市清掃施設組合の四者で「災害廃棄物等の処理に関する基本協定書」を締結し

ました。 

さらには、大規模災害の発災に備えるため、災害廃棄物が多量に発生した場合の仮置場を確保する

ことも大きな課題であることから、構成市と協働してクリーンセンターの広場や旧工場の跡地等を

活用する災害廃棄物処理計画の策定が急務であると考えます。 
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